
広島大学・文学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

基盤研究(C)（一般）

2018～2016

TEIによる次世代英文学アーカイブの構築

The Making of Digital Text Archive of English Literature through the TEI 
Guideline

９０２７８９８７研究者番号：

今林　修（Imahayashi, Osamu）

研究期間：

１６Ｋ０２４９２

年 月 日現在  元   ５ ２９

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：　TEIのガイドラインに沿って、英文学史上極めて重要な作家（Geoffrey Chaucer, 
William Shakespeare, Samuel Johnson, Charles Dickens）の電子テクストの学術決定版を、今日までの文献学
で培われて学際的蓄積を加味し、通時的に偏ることなく実験的に作成し、その方法を確立した。将来、この手法
によって作成された他の英語英文学における電子テクストの学術決定版を集積してインターネット上に大規模な
Digital Text Archiveを構築し、世界の英語英文学研究への寄与が期待できる。

研究成果の概要（英文）：　This project has tentatively made some Digital Definitive Scholarly Texts 
of the English Literature from some of the works and the letters by important British literary 
authors, such as Geoffrey Chaucer, William Shakespeare, Samuel Johnson, and Charles Dickens by 
strictly and precisely following the Text Encoding Initiative Guideline. The project established the
 methods to make  Digital Definitive Scholarly Texts of the English Literature in order to create 
large-scale Digital Text Archive in the internet space, which will contribute to English linguistics
 and philology, and literary criticism in the future.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　TEIのガイドラインに沿って、英文学史上極めて重要な作家（Geoffrey Chaucer, William Shakespeare, 
Samuel Johnson, Charles Dickens）の電子テクストの学術決定版の作成方法を確立させることによって、将
来、この手法に用いて作成された他の英文学における電子テクストの学術決定版を集積した大規模なDigital 
Text Archiveをインターネット上に構築することができ、世界の英語英文学研究への寄与が期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2010 年にロンドン大学キングズ学寮で開催された DH2010（Digital Humanities 2010）にて、
人文科学分野の文書を中心としたテクストの電子文書化を積極的に推し進めている学術団体 
TEI があることを知った。TEI は、人文科学系の文書の電子文書化を推進する一方で、そのガ
イドラインを非常に詳細に定めている。そのガイドライン「TEI P5:Guidelines for Electronic 
Text Encoding and Interchange by the TEI Consortium」（http://www.tei-c.org/release/doc/ 
tei-p5-doc/en/Guidelines.pdf）では、SGML（Standard Generalized Markup Language）、XML
（Extensible Markup Language）をはじめ、様々なマークアップ言語（Markup Language）によ
る電子化（Digitalization）を定義しており、情報の交換や共有のための世界共通基準のフォ
ーマットを定めている。 
 英語英文学研究者にとって有用な電子テクストは、英語英文学研究の立場に立ってその研究
者が自ら作成すべきなのではなかろうかと考え、それに十分に応えてくれる世界基準の TEI ガ
イドラインに沿った電子テクストアーカイブを構築する礎になるプロジェクトを考案した。  
 
２．研究の目的 
 TEI（Text Encoding Initiative）のガイドラインに沿って、英文学史上極めて重要な作家
（Geoffrey Chaucer, William Shakespeare, Samuel Johnson, Charles Dickens） の電子テク
ストの学術決定版（Digital Definitive Scholarly Texts of the English Literature: 以降 
DDSTEL とする）を、今日までの文献学デ培われて学際的蓄積を加味し、通時的に偏ることなく
作成することである。将来、この手法によって作成された他の作家の DDSTEL を集積してイン
ターネット上に大規模な Digital Text Archive（以下 DTA とする）を構築し、世界の英語英
文学研究への寄与を見据えている。 
 
３．研究の方法 
 TEI のガイドラインに準拠して、Chaucer、Shakespeare、Johnson、Dickens の DDSTEL を作成
する。その際に、英語英文学研究に必要なテクスト情報をタグ化し、できるだけ多くの情報を
テクストに織り込んでいく。本研究はディケンズレキシコンの共同研究と相互補完関係にある
ので、その共同研究から生じるテクスト情報へのニーズも反映させる。さらに、本研究は、英
文学を網羅する大規模コーパスの DTA を構築することを長期的な学際的視野に入れているので、
作成したDDSTELの問題点を洗い出し、今後DDSTELを作成していく上での規格と基準を定める。 
 
４．研究成果 
 TEI のガイドラインに沿って、英文学史上極めて重要な作家（Geoffrey Chaucer, William 
Shakespeare, Samuel Johnson, Charles Dickens）の電子テクストの学術決定版を、今日まで
の文献学で培われて学際的蓄積を加味し、通時的に偏ることなく実験的に作成し、その方法を
確立した。将来、この手法によって作成された他の英語英文学における電子テクストの学術決
定版を集積してインターネット上に大規模な DTA を構築し、世界の英語英文学研究への寄与が
期待できる。 
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